
イチゴの奇形果発生に関する研究（第3、報）

　　　　　農薬散布の影響について

川里宏・大和田常晴・・矢板孝晴

　1．緒　　言

　開花期における農薬散布が結実に及ぼす障害

について。果樹栽培上では従来から注目されて
　　　　1）2）きているが，1)2)野菜ではこの種の問題に関する報
　　　3）4）5）
告は少ない．しかし最近イチゴめ開花中におけ

るある種の農薬散布が花粉稔性を低下させある

いは柱頭上の花粉発芽を抑制し奇形果発生の原
　　　　　　　　　　　　6)7)8)9)
因どなることがあいついで報告され，その障害

の大きいことが認められてさた．しかしこれら

の報告では供試された薬剤の種類が限られてお

り，また花令との関連を検討した報告は少ない ．

　そこで新しい薬剤について検討し，あわせて

花令と障害発生の関係を明らかにするため昭和

45年度に試験を実施した．ここにその結果を報

告する．

　試験遂行にあたり遠藤喜重野菜部長，加藤昭

佐野分場長ならびに病理昆虫部手塚徳弥技師よ

り有益な御助言と御指導をいただいた．記して

謝意を表する次第である．

　II．材料および方法

　いずれの試験も昭和46年1月11日に保温を開

始したハウス栽培の“ダナー”を用いた．保温

開始後は一般の農薬散布は行なわなかった．ほ

場試験は各供試農薬について9株ずつ用意し第

2～4花房開花期に試験を行なった。農薬散布

はハンドスプレイ（家庭用）を用いて花の正面

から2回散布した．花粉発芽試験と奇形果の表
　　　詳jo！
示は前報に準じて行なった．温度管理は標準的

に行ない開花中は虫媒を防ぐため寒冷しゃをト

ンネル状に被覆した．供試農薬は第1表に示し

た．試験はづぎの4項目について行なった．

　1，花令との関係試験　　散布時の花令と奇

形果発生を検討するために行なちた、散布は2

月22日（午後3～4時，気温16～14℃）3月5

日・（午後13蒔，16℃）　3月10日・（午後2時，22

℃）の3回行なった．

　2。花粉に対する影響試験　　農薬散布され

た綺より生ずる花粉の稔性を検討するために行

一
な った．前項の試験に用いた花のうち蕾と開花

当日の花について花粉発芽率を調査した．開花

当日に散布された花については発芽率の経時的

変化を調査した．各農薬につき3花を用いた．

　3．受粉試験　　柱鎖上にお骨る花粉の発芽

を検討するために行なうだ・供試花は3月10日

11日に除雄，パラフィン袋で袋かけを行ない花

弁が開いた3月13日に所定の薬剤奄散布し柱頭

が乾いてから健全花粉（発芽率50％以上）を筆

で受粉した．受粉後再び袋かけを行なった．

　各農薬について10花を供試した．

、第1表．供試した農薬
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　4．発芽培地試験　　花粉の発芽に及ぽす農

薬の影響を明らかにするため行なった．3月12

日に前報に準じた処方で寒天培地を作り，薬液

を培地上に噴霧し（ハンドスプレイ使用）薬液

が乾いてから（噴霧後約1時間）花粉を罹床し

た．花粉は10花より集めよく混合して使用した．

各農薬につき培地3床を用いた．

　m．結　　果

　1．花令との関係試験　　2月22日と3月5

日に散布した場合の奇形果発生を第2表に示し

た．2月22日は蕾（開花前日から4日前までの

蕾）と開花中の花に分けて散布したがどの種類

も蕾よりも開花中の花で影響を受けた．なかで

もユーパレン水和剤がもっとも奇形程度が大さ

く，　ついでモレスタン水和剤（1000倍〉，ト

リァジン水和剤，キャプタン水和剤などが比較

的奇形果が多かった．反対にポリオキシンA　L

水和剤，モレスタン水和剤（2000倍），スクレッ

タス水和剤，チエクサイド水和剤は奇形果が少

なかった．3月5日は開花後の花を対象に散布

したが，開花3，4日の花において影響が少な

く，開花当日と開花後1，2日の花は大きい影

響を受けた．なかでもデプテレックス乳剤，ユ

ーパレン水和剤，ト1｝アジン水和剤，キャプタ

ン水和剤モレスタン水和剤（1000倍）などの影

響が大きかった．

　2．花粉に対する影響試験　　農薬散布され

た花より花粉をとり発芽率を調査したのが第3

表である．2月22日の散布について開花4日，

2日前の蕾に対する影響はまったくみとめられ

なかった．開花当日に散布された花の花粉も一

部の農薬をのぞいて影響はみとめられなかった．

　これらの花を2日後に再び調査したが，ユー

第2豪．花令の異なる花に対する農薬散布が奇形果発生に及ぽす影響

散布　日 2　月 22日 3　月 5 日

蕾 開花中 合計供 平 均 開花当日 開花1．2日後 3．4日後 合計供 平 均
散布時の花令

奇形指数 奇形指数 試花数 奇形指数 奇形指数 奇形指数 奇形指数 試花数 奇形指数

ダイセン500倍液 0 0．64 20 0．35 0．87 1．00 0 20 0．65

トリアジン　500 0．25 0．62 20 0．55 1．OO 0．25 0 20 0．55

ユーパレン　500 0．14 3．07 19 L54 2．60 1．86 1．01 20 1．95

スタレックス1500 0 0．57 28 0．42 0．20 0．17 0．10 21 0．14

キャプタン　500 0．14 0．Q4 32 0．53 1．00 Q．83 0 12 0．58

ポリオキシン500 10．25 G．32 32 Q．31 0．75 0．33 0 18 Q．33

〃　　　1000 0 0．05 24 0．04 0．22 0 0 19 。0．11

モレスタン　1000 0．33 0．66 21 0．61 0．75 1．oo O．25 16 0．56

〃　　　2000 0 0．26 31 0．19 0 0．57 0 12 0』33

チエタサイド1000 0 0．42 31 0．32 0．50 0．20 0．50 13 0．38

デプテレッタス500 2．50 3．00 2．02 13 ［
2
．53

無散布（水） 0．67 0．40 16 0．50 0．25 0．14 0 20 0．10

注）蕾は開花前日～4日前，蘭花中は当日開花～開花6日後までを含む．

　奇形指数　0：健全果’4：無肥大果，
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第3表．　農薬散布が花粉発芽率に及ぽす影響

散布日 2　月　22日 3　月　5 日 t3月 10　日

散布時の花令 開花4日前 2日前 開花当日 同 左 開花当日　同 左 開花当日　同 左

調　査　時　期 開花当日 開花当日 開花当日 開花2日後 開花翠日　3 日　後 開花当日 開花翌日

ダイセン500倍液 74．2％ 74．2 51．8 58．8

トリアジン　500 74．O 76．5 46．6 50．4 54．2 55．2 61．3 54．5

ユーパレン　500 57．2 72．2 49．3 34．4 55．6 49．5 60．1 57．2
■

スタレックス1500 75．8 64．4 54．5 57．9 59．3 56．3

キャプタン　500 74．1 75．2 53．4 42．1 50．8 54．3 23．5 58．9

ポリオキシン500 64．0 74．1 47．0 54．0 55．7 52．3

〃　　　1000 52．2 60．3 52．5 51．2

モレスタン　1000 67．5 66．6 44．9 61．3 52．4 54．8 43．1 61．2

〃　　　2000 54．0 61．0 59．2 48．9

カラセン　　1500 46．1 61．8

離　　　3000 46．4 紹．8

チエタサイド1000 75．0 73．8 60．5 54．2

デプテレックス500 50．8 42．8

無散布（水） 64．8 76．2 57．5 71．4 57．0 47．8 52．0 52．9

第4表．除雄花に農薬散布後健全花粉を

　　　　受粉した場合の奇形果発生

第5表．農薬を人工発芽培地上に散布

　　　　した場合の花粉発芽率

農薬名　　倍率 受粉花数 奇形指数

モレスタン　3000 10 0．90

ポリオキシン1000 8 0．75

スクレックス1500 10 0．20

ユーパレン　　600 8 1．88

カラセン　　3000 9 1．56

キャプタン　　500 8 1．63

無　散　布 5 0
無散布無受粉 6 3．83

農薬名　倍　率発芽率％

パレン水和剤，キャプタン水和剤の散布花にお

いてやや花粉の発芽率低下がみとめられた．

　3月5日散布では調査が開花翌日であったが，

いずれの農薬でも影響はなく3日後の調査でも

同様であった．

　3月10日の散布ではキャプタン水和剤のみ開

無　　散　　布
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花当日の発芽率低下がいちぢるしかったが，翌

日の調査では無散布区と同じになった・

　3・．・受粉試験　　・除雄した花に農薬散布し，

健全花粉を受粉させた結果を第4裟に示した．

　スタレックス水和剤，モレスタン水和剤，ポ

リオキシンA　L水和剤は比較的奇形果発生が少

なかったが，ユてパレン水和剤，キャプタン水

和剤，ーカラセン水和剤は影響が大きかった．

　4．発芽培地試験　　結果は第5表に示した．

　無散布区の発芽率71．3％に対しいずれの農薬

においてもこれより低い発芽率であった．しか

しポリオキシンA　L水和剤，スタレックズ水和

剤は比較的高い発芽率を示した。反対に子一パ

レン水和剤，トリアジン水和剤，キャプタン水

和剤，，デプシイ水和剤，デプテレッタス乳剤に

おいてはまったく発芽をみなかった．発芽率の

低いものはいずれも花粉管の仲長のわるいこと

が観察された．

　IV．考　　察
　　　3）　萩原らはナスの結果率が石灰ボルドウ液の散

布によって低下ずるととを報告しているが，水

　4）
沢らはトマトはかぴ病防除薬剤と受精との関係

を調査し，これらあ農薬散布は舜精に大した影

　　　　　　　　　　　　　　　　5）
響を与えないと結論している．同様に藤井はト

マト採種栽培において農薬散布の結果率および

種子数に及ぼす影響は少ないことを認めた．

　イチゴに関す為多くの報告ではすべて農薬の
　　　　　　　6）7）8》9）
影響をみとめている。農薬の影響に関係する要

因としては農薬官体の害作用のほかに散布回数，

散布量，散布時の気温，花器の構造，受粉様式，

受精までの時間などが考えられる．イチゴは柱

頭が完全に露出し開花期間も長いので農薬散布

の場合，花に有害な農薬では直ちにその影響を

受けるものと考えられる。

　イチゴの結実に影響を与えるとされている農

薬としてはキャプタン，カラセン，モレスタン

などが上げられておりいずれも花粉の能力を低

下させることによって奇形果を発生させるもの

と考えられている。

　本試験においてもほぽこれに近い結果を得た．

．し々・、し農薬砂種類について検討」た結果では

種類間の差異が大きく必ずしもすべての農薬が

大きい障害を与えるとばいえない．勿論，散布

後の気温によってもそあ影響程度は変ると考え

られるが従来指摘されできたキ｝プタン水和剤，

カラセン乳剤などの影響は大であり，ポリオキ

シンA　L永和剤，Fスクレッタス水和剤などは花

粉発芽を抑制することや奇形果の発生は少なか

った．また殺虫剤でも奇形果を発生させるもの

があった。．

　花粉の発芽能力を低下させる農薬は一般に薬

害を生じやすい種類のようであった．

　散布時の花令を検討した結果では蕾や開花後

日数の長い花は奇形果となることが少なかった．

　　　　6）　　　81
　Eatonらや高橋も未開満や蕾に対する農薬散

布の影響の少ないことを報告している．この原

因として蕾については散布液が内部の蔚にまで
　　　　　　　　8）
到達しないためであり，また開花後3，4日の

花はすでに受精が終っているためであろう。．

　イチゴの受粉から受精までは24～48時間程度

　　　　　11）
・とされている．

　12）
　鈴木は“福羽”・に対してその減数分裂期にう

どんこ病除除薬剤を散布することにより，不稔

　　　　　　　　　　　1鋤
花粉を生じたとしており，堀によればイネに対

する有機砒素剤の散布は減数分裂期においても

．琴も大きい障罰おこし・異常花粉を発生さ

せたという．しかし本試験の2月22日の散布で

『は極小蕾まで含めて処理したものであるが，外

観上なんの異常もみとめず，大蕾への散布にお

いても花粉には異常がなかった．供試した薬剤

　（第2表）に関する限りこのような特異な現象

はないものと考えられる．

　綺のうに農薬が散布された場合，繭内の花粉
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に影響を生ずるかどうかは重大な問題である．

　花粉に対する影響試験でこの点を検討した．

　散布は3回に分けて行なったが，全体として

花粉に及ぼす影響は極めて少なかった．

　　　1む
　石井らの報告によれば有機水銀剤をナシの花

梗，蔚柄から吸収させても直接花粉能力に影響

しなかったという．本試験の単なる散布試験か

ら繭上の農薬の行動を考察することはできない

が，第3表の結果から繭のう表面に農薬が散布

されても開蔚して内部からでてくる花粉は正常

であると推察される、ただしキャプタン水和剤，

カラセン乳剤，ユーパレン水和剤については散

布日あるいは2日後に発芽率がおちているので

（第3表）これらの農薬については蒋のう中の

花粉に影響を与えていることも考えられるが明

らかでない。

　除雄した花に農薬散布し，健全花粉を受粉し

たところ第4表のようにほとんどの種類で結実

がわるくなり奇形果が発生した．また培地に農

薬を散布して花粉発芽試験を行なった結果とほ

場散布試験における結果とはおおむね一致して

おり，培地上の発芽率が低かった農薬は散布試

験においても奇形果の発生が多かった．

　これらから柱頭上に附着している農薬が花粉

の発芽を抑制するため不受精となり，奇形果に

なるものと考えられる．

　以上のように開花期の農薬散布によって奇形

果発生をまねくので，開花期の農薬散布はなる

べく少なくし，止むを得ず散布する場合は影響

の少ない農薬をえらび，高温期の散布をさける

とともに散布前後は虫う風媒などによって受粉

を十分行なわせる＆とが必要である．

　なお多農薬が雌ずいの機能に及ぽす影響なら

びに害作用と農薬の化学的成分との関係につい

ては明らかでない。

V．摘　　要

　1．農薬が花粉の稔性，奇形果の発生に及ぼ

す影響を検討した．

　2．その結果農薬の種類によってかなり影響

がちがうことが明らかになった．ユーパレン水

和剤などは奇形果を多発させたが，ポリオキシ

ンA　L水和剤などは影響が少なかった．

　3、花令との関係では開花当日から2日後ま

での間に散布された場合に奇形果となることが

多かった．

　4．蔚のうに散布されても花粉の稔性低下は

わずかであった．

　5、除雄花に散布し健全花粉を受粉した結果

や発芽培地に農薬を散布して行なった花粉発芽

試験の結果から農薬散布による奇形果発生は柱

頭上で花粉の発芽が抑制されるために起るもの

と推察された．
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イチゴの奇形果発生に関する研究（第3、報）
　　　　　農薬散布の影響について
川里宏1・大和田常晴・・矢板孝晴
　1．緒　　言
　開花期における農薬散布が結実に及ぼす障害
について。果樹栽培上では従来から注目されて
　　　　1）2）
きているカ�_野菜ではこの種の問題に関する報
　　　3）415）
告は少ない．しかし最近イチゴめ開花中におけ
るある種の農薬散布が花粉稔性を低下させある
いは柱頭上の花粉発芽を抑制し奇形果発生の原
　　　　　　　　　　　　6171819｝
因どなることがあいついで報告され，その障害
の大きいことが認められてさた．しかしこれら
の報告では供試された薬剤の種類が限られてお
り，また花令との関連を検討した報告は少ない
．
　そこで新しい薬剤について検討し，あわせて
花令と障害発生の関係を明らかにするため昭和
45年度に試験を実施した．ここにその結果を報
告する．
　試験遂行にあたり遠藤喜重野菜部長，加藤昭
佐野分場長ならびに病理昆虫部手塚徳弥技師よ
り有益な御助言と御指導をいただいた．記して
謝意を表する次第である．
　II．材料および方法
　いずれの試験も昭和46年1月11日に保温を開
始したハウス栽培の“ダナー”を用いた．保温
開始後は一般の農薬散布は行なわなかった．ほ
場試験は各供試農薬について9株ずつ用意し第
2〜4花房開花期に試験を行なった。農薬散布
はハンドスプレイ（家庭用）を用いて花の正面
から2回散布した．花粉発芽試験と奇形果の表
　　　詳jo！
示は前報に準じて行なった．温度管理は標準的
に行ない開花中は虫媒を防ぐため寒冷しゃをト
ンネル状に被覆した．供試農薬は第1表に示し
た．試験はづぎめ4項目につい’宅行な「うた．
　1，花令との関係試験　　散布時の花令と奇
形果発生を検討するたあ1に行なちた、散布は2
月22日（午後3〜4時，気温16〜14℃）3月5
日・（午後13蒔，ゴ16℃）一3月10日・（午後2時，22
℃）の3回行なった．
　2。花粉に対する影響試験　　農薬散布され
た綺より生ずる花粉の稔性を検討するために行
一な
った．前項の試験に用いた花のうち蕾と開花
当日の花について花粉発芽率を調査した．開花
当日に散布された花については発芽率の経時的
変化を調査した．各農薬につき3花を用いた．
　31受粉試験　　柱鎖上1こお骨る花粉の発芽
を検討するために行なうだ・供試花は3月10日
11日に除雄，パラフィン袋で袋かけを行ない花
弁が開いた3月13日に所定の薬剤奄散布し柱頭
が乾いてから健全花粉（発芽率50％以上）を筆
で受粉した．受粉後再び袋かけを行なった．
　各農薬について10花を供試した．
、第1表．供試した農薬
殺　　菌　　剤
ポリオキシンA　L水和剤科研
トリアジン水和剤50
ダイセン水和剤
ベンレート水和剤
トップジン水和剤
スタレックス水和剤30
ユーパレン水和剤
キャプタン水和剤
デプシイ水和剤
殺ダニ剤
カラセン乳剤
モレスタン水和剤
チェクサイド水年剤
エラジトン水和剤
殺虫剤
デプテレックス乳剤
サリチオン乳剤
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